
 

薬生総発0728第１号 

令和２年７月 28日 

 

公益社団法人 日本医師会担当理事 殿 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長 

（ 公  印  省  略 ） 

 

 

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を 

改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令の公布について 

 

 

 今般、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の

一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令（令和２年政令第228

号）の公布について、別添のとおり、都道府県知事等宛てに通知しましたので、ご

了知のほどお願いいたします。 
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薬生発 0728第１号 

令和２年７月 28日 

 

都 道 府 県 知 事 

各  保健所設置市長  殿 

特 別 区 長 

 

 

厚生労働省医薬・生活衛生局長 

（ 公 印 省 略 ） 

 

 

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を 

改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令の公布について 

 

 

 昨年公布されました「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に

関する法律等の一部を改正する法律」（令和元年法律第63号。以下「改正法」という。）

の施行に伴い、本日、「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関

する法律等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に関する政令」（令

和２年政令第228号。以下「改正政令」という。）が別添のとおり公布されました。 

改正の趣旨及び改正政令の主な内容については下記のとおりですので、御了知の

上、貴管下市町村、関係団体、関係機関等へ周知徹底いただきますようお願いいた

します。 

 

記 

 

第１ 改正の趣旨 

   改正法の施行に伴い、医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保

等に関する法律施行令において、医療機器等の承認された事項についての変更

計画の確認及び地域連携薬局等についての認定に係る手続等を定めるとともに、

関係政令の整備を行うこと。 

 

第２ 改正政令の主な内容 

１ 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律施行令

（昭和 36 年政令第 11号）の一部改正 

YHSJS
テキスト ボックス
別添

OYKNG
テキスト ボックス
写

OYKNG
楕円
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（１）医療機器等変更計画確認手続制度の実施に必要な医療機器等変更計画確認

台帳及び医療機器等適合性確認台帳の規定並びに医療機器等適合性確認の申

請及び医療機器等適合性確認の結果の通知に係る規定を整備すること。 

（２）地方薬事審議会に調査審議させる都道府県知事の権限に属する事務として

地域連携薬局又は専門医療機関連携薬局の認定に係る事務を規定すること。

また、これらの薬局に係る認定証の交付等の手続規定を薬局の開設許可手続

の例により整備すること。 

（３）外国製造医薬品等特例承認取得者に関する変更の届出手続について、独立

行政法人医薬品医療機器総合機構（以下「機構」という。）が医薬品の承認の

ための審査を行うときは機構に届け出ることとすること（医療機器、再生医

療等製品についても同様の改正を行うこと）。 

（４）薬局製造販売医薬品について、薬剤師による継続的服薬指導義務の適用を

除外するとともに、調剤室の外に陳列できることとすること。 

 

２ 医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律関係手

数料令（平成 17 年政令第 91 号）の一部改正 

    改正法により、国又は機構が手数料を徴収する業務が追加されたことに伴い、

医薬品及び医療機器等の条件付き承認の中間評価並びに医療機器等の変更計画

の確認及び適合性確認につき新たな手数料の区分と額を定めること。 

 

３ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法施行令（平成 16 年政令第 83 号）の

一部改正 

    改正法により、新たに機構の業務に追加されたもののうち、手数料を徴収し

ない業務を定めること。 

 

４  その他関係政令の一部改正 

    以下の政令について、所要の規定の整備を行うこと。 

・ 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号） 

・ 特許法施行令（昭和 35 年政令第 16 号） 

・ 特定複合観光施設区域整備法施行令（平成 31 年政令第 72 号） 

・ 厚生労働省組織令（平成 12 年政令第 252 号） 

 

第３ 施行期日 

この政令は、改正法の施行の日（令和２年９月１日）から施行すること。ただ

し、第２ １（２）については改正法附則第１条第２号に掲げる規定の施行の日（令

和３年８月１日）から施行すること。 



令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
、
選
任
外
国
製
造
医
薬
品
等
製
造
販
売
業
者
（
同
項
に
規
定
す
る
選
任
外
国
製
造
医
薬

品
等
製
造
販
売
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
住
所
地
（
法
人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
機

構
に
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
承
認
の
た
め
の
審
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
に
係
る

外
国
製
造
医
薬
品
等
特
例
承
認
取
得
者
に
つ
い
て
の
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

機
構
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
届
出
の
内
容
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条
の
十
九
中
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
十
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
十
一
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
」に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
十
二
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
又
は
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五

第
七
項
又
は
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
十
三
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
若
し
く
は
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第

七
項
若
し
く
は
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
十
五
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
」
を「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
」

に
、「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
六
項

又
は
第
八
項
」
を
「
同
条
第
七
項
又
は
第
九
項
」
に
、「「
第
十
一
項
」
を「「
第
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
中
」
を

「
同
条
第
七
項
中
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
十
八
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
七
項
」
に
改

め
る
。

第
三
十
七
条
の
二
十
九
第
一
号
中
「
若
し
く
は
第
十
一
項
」
を
「
若
し
く
は
第
十
五
項
」
に
、「
第
二
十
三
条
の
二

の
五
第
五
項
（
同
条
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
又
は
第
十
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第

十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
及
び
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五

第
七
項
及
び
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
三
十
二
の
表
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
の
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
」
を

「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
七
項
」
に
、「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
三
条
の
二
の
七

第
一
項
の
項
中
「
同
条
第
五
項
、
第
六
項
及
び
第
八
項
」
を
「
同
条
第
六
項
、
第
七
項
、
第
九
項
及
び
第
十
三
項
」

に
、「
同
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」を「
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

並
び
に
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
八
項
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
三
条
の
二
の
七
第
三
項
の
項
中
「
同
条
第
六

項
（
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
七
項
若
し
く
は
第
十
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
章
第
一
節
中
第
三
十
七
条
の
三
十
五
を
第
三
十
七
条
の
三
十
九
と
す
る
。

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
七
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
二
十
八
号

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年

政
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
三
十
七
条
の
三
十
五
」
を
「
第
三
十
七
条
の
三
十
九
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
（
同
条
第
十
三
項
」
に
改

め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
（
同
条
第
十
三
項
」
に
、「
及
び
第

九
項
」
を
「
及
び
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
、「
第
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
十

四
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」

を
「
同
条
第
七
項
」
に
、「「
第
九
項
」
を「「
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
十
四
条
第
十
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
九
項
」
を
「
若
し
く
は
第
十
三
項
」
に
、「
及
び
法
第
十
四
条
第
五
項
（
同

条
第
九
項
」
を
「
並
び
に
法
第
十
四
条
第
六
項
及
び
第
十
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
（
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、「
。
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
る
。

第
三
十
条
の
表
第
十
四
条
第
十
一
項
の
項
中
「
第
十
四
条
第
十
一
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
五
項
」に
、「
第
九
項
」

を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
項
中
「
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を「
同
条
第
六
項
、

第
七
項
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
、「
第
十
四
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
四

条
の
四
第
四
項
」
に
、「
第
十
四
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
条
の
二
第

三
項
の
項
中
「
同
条
第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
七
項
若
し
く
は
第
十
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第

十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
の
表
第
十
四
条
の
二
第
一
項
の
項
中
「
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
同
条
第
六
項
、
第
七
項
及

び
第
十
一
項
」
に
、「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
四
条
の
二
第
三
項
の
項
中
「
同
条

第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
七
項
若
し
く
は
第
十
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
条
第
十
三
項
」に
改
め
る
。
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（
機
構
に
よ
る
医
療
機
器
等
変
更
計
画
確
認
及
び
医
療
機
器
等
適
合
性
確
認
の
実
施
に
関
す
る
技
術
的
読
替
え
）

第
三
十
七
条
の
三
十
五

法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
十
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

法
の
規
定
中
読

み
替
え
る
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
二
十
三
条
の

二
の
七
第
二
項

前
項

第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
（
第
二

十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

に
医
療
機
器
等
審
査
等

に
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
一
項
及
び

第
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
二
十
三
条
の

二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
確
認
（
以
下
「
医
療
機
器
等
変
更
計

画
確
認
等
」
と
い
う
。）

当
該
医
療
機
器
等
審
査
等

当
該
医
療
機
器
等
変
更
計
画
確
認
等

と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労

働
大
臣
は
、
第
二
十
三
条
の
二
の
五
の
承

認
を
す
る
と
き
は
、
機
構
が
第
五
項
の
規

定
に
よ
り
通
知
す
る
審
査
及
び
調
査
の
結

果
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
す
る

第
二
十
三
条
の

二
の
七
第
三
項

第
一
項

第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項

医
療
機
器
等
審
査
等

医
療
機
器
等
変
更
計
画
確
認
等

同
項
の
政
令
で
定
め
る
医
療
機
器
又
は
体

外
診
断
用
医
薬
品
に
つ
い
て
第
二
十
三
条

の
二
の
五
の
承
認
の
申
請
者
、
同
条
第
七

項
若
し
く
は
第
十
三
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
同
条
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）の
調
査
の
申
請
者
又
は
前
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
適
合
証
を
返

還
す
る
者

医
療
機
器
等
変
更
計
画
確
認
等
の
申
請
者

審
査
、
調
査
若
し
く
は
基
準
適
合
証
の
交

付
を
受
け
、
又
は
機
構
に
基
準
適
合
証
を

返
還
し
な
け
れ
ば

同
条
第
二
項
又
は
第
四
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
調
査
を
受
け
な
け
れ

ば

第
二
十
三
条
の

二
の
七
第
五
項

医
療
機
器
等
審
査
等

医
療
機
器
等
変
更
計
画
確
認
等

行
つ
た
と
き
、
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
を
受
理
し
た

行
つ
た

結
果
又
は
届
出
の
状
況

結
果

第
二
十
三
条
の

二
の
七
第
六
項

医
療
機
器
等
審
査
等

医
療
機
器
等
変
更
計
画
確
認
等

第
二
十
三
条
の

二
の
十
の
二
第

五
項

厚
生
労
働
大
臣

機
構

第
一
項
の

第
一
項
（
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）の

同
項
各
号

第
一
項
各
号

、
第
三
項

、
第
三
項
（
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項

に
お
い
て
同
じ
。）

第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
二
項
第
四
号

第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
二
項
第
四
号
（
第

二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

第
三
十
七
条
の
三
十
四
第
一
項
中
「
、
選
任
外
国
製
造
医
療
機
器
等
製
造
販
売
業
者
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十

七
第
四
項
に
規
定
す
る
選
任
外
国
製
造
医
療
機
器
等
製
造
販
売
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
住
所
地
（
法
人
の
場

合
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
の
七
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
機
構
に
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
一
項
の
承
認
の
た
め
の
審
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場

合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
の
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
医
療
機

器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
に
係
る
外
国
製
造
医
療
機
器
等
特
例
承
認
取
得
者
に
つ
い
て
の
前
項
の
規
定
に
よ
る

届
出
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
構
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条
の
三
十
四
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
届
出
の
内
容
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条
の
三
十
四
を
第
三
十
七
条
の
三
十
八
と
し
、第
三
十
七
条
の
三
十
三
を
第
三
十
七
条
の
三
十
七
と
し
、

第
三
十
七
条
の
三
十
二
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
医
療
機
器
等
変
更
計
画
確
認
台
帳
）

第
三
十
七
条
の
三
十
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
一
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十

九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
（
以
下
「
医
療
機
器
等
変
更
計
画
確
認
」
と
い
う
。）に
関
す
る
台

帳
を
備
え
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
次
条
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
よ
り
機
構
に
医
療
機
器
等
変
更
計
画
確
認
を
行
わ
せ
る

こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
厚
生
労
働
大
臣
」
と
あ
る
の
は
、「
機

構
」
と
す
る
。

（
医
療
機
器
等
適
合
性
確
認
の
申
請
等
）

第
三
十
七
条
の
三
十
四

法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
三
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
（
以
下
「
医
療
機
器
等
適
合
性
確
認
」
と
い
う
。）を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労
働
大
臣
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
機
器
等
適
合
性
確
認
に
関
す
る
台
帳
を
備
え
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

３

厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
医
療
機
器
等
適
合
性
確
認
を

行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
前
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
厚
生
労
働
大

臣
」
と
あ
る
の
は
、「
機
構
」
と
す
る
。

（
医
療
機
器
等
適
合
性
確
認
の
結
果
の
通
知
）

第
三
十
七
条
の
三
十
六

第
八
十
条
第
三
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行

つ
た
法
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
の
許
可
に
係
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
医
療
機
器
等
適
合
性
確

認
に
つ
い
て
は
、
当
該
医
療
機
器
等
適
合
性
確
認
を
行
つ
た
者
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を
当
該
許
可
を
行
つ
た
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
八
条
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
三
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
四
項
」に
改
め
る
。

第
四
十
条
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
三
項
又
は
第
五
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
四
項
又

は
第
六
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。





令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

第
四
十
条
の
四
第
一
項
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
同
条
第

四
項
及
び
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
三
第
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の

二
十
三
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
三
項
又
は
第
五
項
」
を
「
同
条
第
四
項
又
は
第
六
項
」
に
、「「
第
六
項
」
を「「
第
七

項
」
に
、「
同
条
第
三
項
中
」
を
「
同
条
第
四
項
中
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
三
十
二
の
表
及
び
第
四
十
三
条
の
三
十
四
の
表
中
「
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
五
項
」
を
「
第
二

十
三
条
の
二
十
七
第
六
項
」
に
、「
又
は
前
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、「
受
理
し
た
」
の
下
に
「
と
き
、
又
は
前
項

の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
」
を
加
え
、「
又
は
届
出
の
状
況
」
を
「
、
届
出
の
状
況
又
は
報
告
を
受
け
た
旨
」に
、

「
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
三
条
の
三
十
五
第
一
項
中
「
、
選
任
外
国
製
造
再
生
医
療
等
製
品
製
造
販
売
業
者
（
法
第
二
十
三
条
の
三

十
七
第
四
項
に
規
定
す
る
選
任
外
国
製
造
再
生
医
療
等
製
品
製
造
販
売
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
住
所
地
（
法

人
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
の
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
が
法
第
二
十
三
条
の
三
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
機
構
に
法
第
二
十
三
条
の
三
十
七
第
一
項
の
承
認
の
た
め
の
審
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に

お
い
て
は
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
再
生
医
療
等

製
品
に
係
る
外
国
製
造
再
生
医
療
等
製
品
特
例
承
認
取
得
者
に
つ
い
て
の
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
機
構
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条
の
三
十
五
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
当
該
届
出
の
内
容
を
厚
生
労
働
大
臣
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
六
条
第
一
項
中
「
第
五
項
」
を
「
第
六
項
」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
第
二
号
中
「
第
六
十
九
条
第
四
項
」
を
「
第
六
十
九
条
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
二
条
第
二
項
の
表
第
二
十
二
条
第
一
項
の
項
中
「
第
十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第

七
項
（
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
三
条
の
四
第
二
項
の
表
第
三
十
七
条
の
二
十
二
第
一
項
の
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
又
は
第

八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
又
は
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め

る
。第

七
十
三
条
の
七
第
二
項
を
削
り
、同
条
第
三
項
中「（
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」

を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
三
項
と
す
る
。

第
七
十
四
条
第
二
項
中
「
第
五
十
六
条
」
を
「
第
五
十
五
条
の
二
（
法
第
六
十
条
及
び
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
の
二
第
二
項
中
「
含
む
。）」
の
下
に
「
、
第
五
十
五
条
の
二
（
法
第
六
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）」
を
加
え
、「
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
を
「
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
の
三
第
二
項
中
「
第
五
十
五
条
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
五
十
五
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
七
十
四
条
の
四
第
一
項
中
「
並
び
に
第
三
十
六
条
の
四
第
一
項
」
を
「
、
第
三
十
六
条
の
四
第
一
項
」に
改
め
、

「
及
び
第
四
項
」
の
下
に
「
並
び
に
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
」
を
、「
。
第
九
条
第
一
項
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び

第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
」
を
加
え
、「
と
す
る
」
を
「
と
、
法
第
五
十
七
条
の
二
第
二
項
中
「
要
指
導
医
薬
品
」
と

あ
る
の
は
「
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
、
要
指
導
医
薬
品
」
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
及
び
第
三
十
六
条

の
四
第
三
項
」
を
「
並
び
に
第
三
十
六
条
の
四
第
三
項
及
び
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
九
項
」を「
第

十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
五
条
第
九
項
中
「
第
五
号
か
ら
第
八
号
ま
で
」
を
「
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
中
「
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
る
。

第
七
十
八
条
中
「
治
験
の
対
象
と
さ
れ
る
薬
物
等
」
を
「
法
第
八
十
条
の
二
第
六
項
に
規
定
す
る
治
験
使
用
薬
物

等
」
に
改
め
る
。

第
八
十
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
第
五
号
中
「
第
九
項
及
び
第
十
項
」
を
「
第
十
三
項
及
び
第
十
四
項
」
に

改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
第
十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
（
同
条
第
十
三
項
」に
改
め
、

同
号
ハ
中
「
第
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び

第
二
項
並
び
に
」
を
「
第
二
十
一
条
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
一
第
一
項
及
び

第
二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
二
十
一
」
に
、「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
三

条
の
四
十
一
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
」
を
「
第
二
十
三
条
の
四
十
一
及
び
」
に
改
め
る
。

第
八
十
一
条
第
一
項
中
「
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第

一
項
」、「
、
第
三
十
七
条
の
三
十
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
」

及
び
「
、
第
四
十
三
条
の
三
十
五
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条
第
一
項
」
を

削
る
。

第
八
十
三
条
中
「
こ
の
政
令
」
の
下
に「（
前
条
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
二
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
章

薬
局
（
第
一
条
の
三

第
二
条
の
二
）」を
「
第
二
章

地
方
薬
事
審
議
会
（
第
一
条
の
三
）

第
三
章

薬
局
（
第
二
条

第
二
条
の
十
四
）」

に
、「
第
三
章
」
を
「
第
四
章
」
に
、「
第
四
章
」
を
「
第
五
章
」
に
、「
第
五
章
」
を
「
第
六
章
」
に
、「
第
六
章
」を「
第

七
章
」
に
、「
第
七
章
」
を
「
第
八
章
」
に
、「
第
八
章
」
を
「
第
九
章
」
に
、「
第
九
章
」
を
「
第
十
章
」に
、「
第
十
章
」

を
「
第
十
一
章
」
に
、「
第
十
一
章
」
を
「
第
十
二
章
」
に
、「
第
十
二
章
」
を
「
第
十
三
章
」
に
、「
第
十
三
章
」を「
第

十
四
章
」
に
、「
第
十
四
章
」
を
「
第
十
五
章
」
に
改
め
る
。

第
七
十
九
条
の
二
第
三
号
中
「
第
一
条
の
三
各
号
」
を
「
第
二
条
各
号
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
中
「
こ
の
政
令
（
」
の
下
に
「
第
二
条
の
七
、
第
二
条
の
八
第
二
項
、
第
二
条
の
九
第
二
項
、
第
二

条
の
十
、
第
二
条
の
十
一
第
一
項
及
び
」
を
加
え
、「
、
第
一
条
の
三
」
を
「
、
第
二
条
」
に
、「
第
一
条
の
四
」を「
第

二
条
の
二
」
に
、「
以
下
こ
の
章
」
を
「
次
条
か
ら
第
二
条
の
六
ま
で
及
び
第
二
条
の
十
三
」に
、「
第
一
条
の
三
各
号
」

を
「
第
二
条
各
号
」
に
、「
第
一
条
の
三
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
章
を
第
十
五
章
と
す
る
。

第
七
十
条
第
三
号
中
「
第
一
条
の
三
各
号
」
を
「
第
二
条
各
号
」
に
改
め
る
。

第
十
三
章
を
第
十
四
章
と
す
る
。

第
六
十
六
条
の
二
第
三
号
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
三
号
中
「
第
一
条
の
三
各
号
」
を
「
第
二
条
各
号
」
に
改
め

る
。第

十
二
章
を
第
十
三
章
と
し
、
第
五
章
か
ら
第
十
一
章
ま
で
を
一
章
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
四
十
一
条
の
二
第
三
号
中
「
第
一
条
の
三
各
号
」
を
「
第
二
条
各
号
」
に
改
め
る
。

第
四
章
を
第
五
章
と
し
、
第
三
章
を
第
四
章
と
す
る
。

第
二
章
中
第
二
条
の
二
を
第
二
条
の
十
四
と
し
、
第
二
条
を
第
二
条
の
十
三
と
し
、
第
一
条
の
八
を
第
二
条
の
六

と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
地
域
連
携
薬
局
等
の
認
定
証
の
交
付
）

第
二
条
の
七

都
道
府
県
知
事
は
、
法
第
六
条
の
二
第
一
項
又
は
第
六
条
の
三
第
一
項
の
認
定
（
以
下
こ
の
章
に
お

い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
う
。）を
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
認
定
を
申
請

し
た
者
に
認
定
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
第
六
条
の
二
第
四
項
又
は
第
六
条
の
三
第
五
項
の
認
定
の

更
新
（
第
二
条
の
十
二
に
お
い
て
単
に
「
認
定
の
更
新
」
と
い
う
。）を
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
地
域
連
携
薬
局
等
の
認
定
証
の
書
換
え
交
付
）

第
二
条
の
八

認
定
を
受
け
た
薬
局
開
設
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
認
定
薬
局
開
設
者
」
と
い
う
。）は
、
前
条

の
認
定
証
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
認
定
証
」
と
い
う
。）の
記
載
事
項
に
変
更
を
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の

書
換
え
交
付
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
に
認
定
証
を
添
え
、
当
該

認
定
証
を
交
付
し
た
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
地
域
連
携
薬
局
等
の
認
定
証
の
再
交
付
）

第
二
条
の
九

認
定
薬
局
開
設
者
は
、
認
定
証
を
破
り
、
汚
し
、
又
は
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
再
交
付
を
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
認
定
証
を
交
付
し
た
都
道
府

県
知
事
に
対
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
証
を
破
り
、
又
は
汚
し
た
認
定
薬
局

開
設
者
は
、
申
請
書
に
そ
の
認
定
証
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

認
定
薬
局
開
設
者
は
、
認
定
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
つ
た
認
定
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当

該
認
定
証
を
交
付
し
た
都
道
府
県
知
事
に
発
見
し
た
認
定
証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
域
連
携
薬
局
等
の
認
定
証
の
返
納
）

第
二
条
の
十

認
定
薬
局
開
設
者
は
、
法
第
七
十
五
条
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
処
分

を
受
け
た
と
き
、
又
は
地
域
連
携
薬
局
若
し
く
は
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
と
称
す
る
こ
と
を
や
め
た
と
き
は
、

直
ち
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
証
を
交
付
し
た
都
道
府
県
知
事
に
認
定
証
を
返
納
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
地
域
連
携
薬
局
等
の
認
定
台
帳
）

第
二
条
の
十
一

都
道
府
県
知
事
は
、
認
定
に
関
す
る
台
帳
を
備
え
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
か
ら
、

前
項
の
台
帳
の
閲
覧
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
情
報
の
提
供
の
求
め
）

第
二
条
の
十
二

都
道
府
県
知
事
は
、
認
定
又
は
認
定
の
更
新
を
行
う
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
に
対
し
、
当
該
市
又
は
特
別
区
の

区
域
内
に
所
在
す
る
薬
局
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
条
の
七
を
第
二
条
の
五
と
し
、
第
一
条
の
六
を
第
二
条
の
四
と
し
、
第
一
条
の
五
を
第
二
条
の
三
と
す
る
。

第
一
条
の
四
中
「
以
下
こ
の
章
」
を
「
次
条
か
ら
第
二
条
の
六
ま
で
及
び
第
二
条
の
十
三
」
に
改
め
、
同
条
を
第

二
条
の
二
と
し
、
第
一
条
の
三
を
第
二
条
と
す
る
。

第
二
章
を
第
三
章
と
し
、
第
一
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
二
章

地
方
薬
事
審
議
会

第
一
条
の
三

法
第
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
の
認
定
に
係
る
事
務

二

法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
都
道
府
県
知
事
の
認
定
に
係
る
事
務

（
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
関
係
手
数
料
令
（
平
成
十

七
年
政
令
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
一
号
イ

中
「
第
十
四
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
第
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第

十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
医
薬
品
の
条
件
付
き
承
認
の
中
間
評
価
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
七
条
の
二

法
第
七
十
八
条
第
一
項
第
八
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
十
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十

九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
を
申
請
す
る
者
に
限
る
。）が
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
じ
、当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

前
条
第
一
項
第
一
号
イ

又
は

に
掲
げ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

三
十
四
万
三
千
九
百
円

二

前
条
第
一
項
第
一
号
イ

又
は

に
掲
げ
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

十
万
三
百
円

三

専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

二
万
六
千
七
百

円

２

前
項
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
規
定
す
る
者
が
法
第
八
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
条
第
十
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
り
提
出
し
た
医
薬
品
（
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
使

用
の
成
績
等
に
関
す
る
資
料
に
つ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
さ
れ
る
法
第
十
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
う
た
め
、

当
該
職
員
を
、
当
該
使
用
の
成
績
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
に
定
め
る

額
に
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旅
費
相
当
額

二

八
万
六
千
三
百
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

３

第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項（
同
条
第
十
三
項
」

に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
中
「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
五
項
」
に
、「
第
十
四
条
の
四
第
三
項
」
を

「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
又
は
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五

第
七
項
又
は
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
動
物
用
医
療
機
器
及
び
動
物
用
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
条
件
付
き
承
認
の
中
間
評
価
の
申
請
に
係
る
手
数
料
の

額
）

第
十
三
条
の
二

法
第
七
十
八
条
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
者
（
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
（
同
条
第
十
五
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
を
申
請
す
る
者
に
限
る
。）が
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
二
万
六
千
七
百
円
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
者
が
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
の
二

の
五
第
十
二
項
（
同
条
第
十
五
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及

び
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
提
出
し
た
医
療
機
器

（
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
（
専

ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）の
使
用
の
成
績
等
に
関
す
る
資
料
に

つ
き
、
農
林
水
産
大
臣
が
、
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
の

二
の
五
第
十
三
項
（
同
条
第
十
五
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
う
た

め
、
当
該
職
員
を
、
当
該
使
用
の
成
績
等
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
さ
れ
る
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定

め
る
額
に
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旅
費
相
当
額

二

八
万
六
千
三
百
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

３

第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
四
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
承
認
さ
れ
た
事
項
に
係
る
変
更
計
画
の
確
認
に
係
る
手
数
料
の
額
）

第
十
四
条
の
二

法
第
七
十
八
条
第
一
項
第
十
五
号
の
二
に
掲
げ
る
者（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
一
項（
法

第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
。）が
法
第

七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
確
認
の

区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。





令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

一

医
療
機
器
に
つ
い
て
の
確
認
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機
器
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヌ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
医
療
機
器

九
万
五
千
円

ロ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
医
療
機
器

九
万
五
千
円

ハ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
医
療
機
器

九
万
五
千
円

ニ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
医
療
機
器

九
万
五
千
円

ホ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
医
療
機
器

二
万
八
千
四
百
円

ヘ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
医
療
機
器

二
万
八
千
四
百
円

ト

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
医
療
機
器

二
万
八
千
四
百
円

チ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
医
療
機
器

二
万
八
千
四
百
円

リ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
掲
げ
る
医
療
機
器

二
万
八
千
四
百
円

ヌ

専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器

二
万
六
千
七
百
円

二

医
療
機
器
（
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
確

認
（
製
造
所
の
変
更
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
変
更
の
み
に
つ
い
て
確
認
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
に

限
る
。）
二
万
八
千
四
百
円

三

体
外
診
断
用
医
薬
品
に
つ
い
て
の
確
認
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
イ
か
ら
ト
ま
で
に
掲
げ
る
体
外

診
断
用
医
薬
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ト
ま
で
に
定
め
る
額

イ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

二
万
三
千
五
百
円

ロ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

四
万
二
千
八
百
円

ハ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

四
万
二
千
八
百
円

ニ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

二
万
三
千
五
百
円

ホ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

二
万
三
千
五
百
円

ヘ

第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

二
万
三
千
五
百
円

ト

専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

二
万
六
千
七
百
円

四

体
外
診
断
用
医
薬
品
（
専
ら
動
物
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
。）に
つ

い
て
の
確
認
（
製
造
所
の
変
更
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
変
更
の
み
に
つ
い
て
確
認
の
対
象
と
さ
れ

る
も
の
に
限
る
。）
二
万
三
千
五
百
円

（
動
物
用
医
療
機
器
及
び
動
物
用
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
承
認
さ
れ
た
事
項
に
係
る
変
更
計
画
の
適
合
性
確
認
に

係
る
手
数
料
の
額
）

第
十
四
条
の
三

法
第
七
十
八
条
第
一
項
第
十
五
号
の
二
に
掲
げ
る
者
（
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
三
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
限
る
。）が
法
第
七
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
に
納
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
一
万
二
千
百
円
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条

の
二
の
十
の
二
第
三
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
に
つ
き
、
農

林
水
産
大
臣
が
、
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の

二
第
四
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
実
地
の
調
査
を
行

う
た
め
、
当
該
職
員
を
、
当
該
調
査
を
行
う
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
け

る
前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
七
十
八
条

第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
額
に
、
次
に
掲
げ
る

額
の
合
計
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

職
員
二
人
が
当
該
出
張
を
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
旅
費
相
当
額

二

八
万
六
千
三
百
円
に
、
当
該
出
張
に
係
る
旅
費
相
当
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

３

第
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、同
条
第
二
項
中「
第

十
四
条
第
五
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
四

条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
四
条
第
五
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第

十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
第
十
四
条
第
九
項
」
を「
第
十
四
条
第
十
三
項
」

に
改
め
、
同
号
ロ

及
び

中
「
又
は

」
を
「
、

又
は

」
に
改
め
、
同
号
ロ

及
び

中
「
又
は

」
を

「
、

又
は

」
に
改
め
、
同
号
ロ

及
び

中
「
第
七
条
第
一
項
第
二
号
イ

、

又
は

」
を
「
第
七
条
第
一

項
第
二
号
イ

」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
十
四
条
第
六
項
（
同
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
（
同
条

第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第

十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
第
一
号
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
改

め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
三
項

と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
十
四
条
の
四
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二

項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
第
十
四
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
四
条
の
四
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十

一
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
九
項
」
を
「
第
十
三
項
」
に
、「
第
十
四
条
第
六
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

８

機
構
が
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
（
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う
法
第
十
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

法
第
十
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
（
次
号
及
び
第
三
号

に
掲
げ
る
調
査
を
除
く
。）
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
医
薬
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ニ
ま
で
に

定
め
る
額

イ

第
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
医
薬
品
で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
な
い
も
の

四
百
九
十
八
万

七
千
四
百
円

ロ

第
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
医
薬
品
で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
あ
る
も
の

四
百
十
二
万
七

千
八
百
円

ハ

第
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
医
薬
品
で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
な
い
も
の

四
十
九
万
八
千

七
百
円

ニ

第
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
の
医
薬
品
で
あ
っ
て
、
希
少
疾
病
用
医
薬
品
で
あ
る
も
の

四
十
一
万
二
千

七
百
円

二

法
第
十
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
書
面
に
よ
る
調
査
（
以
下

こ
の
号
に
お
い
て
「
調
査
」
と
い
う
。）
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に

定
め
る
額

イ

ロ
に
掲
げ
る
調
査
以
外
の
調
査

四
百
二
十
二
万
四
千
百
円

ロ

第
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
医
薬
品
に
係
る
調
査
を
受
け
る
者
が
、
当
該
調
査
に
係
る
医
薬
品
と
有
効

成
分
及
び
そ
の
配
合
割
合
、
投
与
経
路
、
効
能
、
効
果
並
び
に
用
量
が
同
一
で
あ
っ
て
そ
の
形
状
、
有
効
成

分
の
含
量
又
は
有
効
成
分
以
外
の
成
分
若
し
く
は
そ
の
含
量
が
異
な
る
医
薬
品
に
係
る
調
査
を
受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査

百
四
十
万
九
千
四
百
円

三

法
第
十
四
条
第
十
一
項
（
同
条
第
十
三
項
（
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

及
び
法
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
実
地
の
調
査
（
以
下
こ
の

号
に
お
い
て
「
調
査
」
と
い
う
。）
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め

る
額

イ

医
薬
品
の
安
全
性
に
関
す
る
非
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
係
る
調
査

又
は

に
掲
げ
る
調
査
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

又
は

に
定
め
る
額

当
該
試
験
を
実
施
し
た
施
設
が
国
内
に
あ
る
場
合
の
調
査

三
百
二
十
五
万
八
千
三
百
円

当
該
試
験
を
実
施
し
た
施
設
が
外
国
に
あ
る
場
合
の
調
査

三
百
六
十
万
六
千
二
百
円

ロ

イ
に
掲
げ
る
調
査
以
外
の
調
査

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
調
査
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ら

ま
で
に
定
め
る
額

当
該
調
査
の
対
象
と
な
る
施
設
が
国
内
に
あ
る
場
合
の
調
査
で
あ
っ
て
、

に
掲
げ
る
調
査
以
外
の
も

の

三
百
四
十
六
万
五
千
二
百
円
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第
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
医
薬
品
に
係
る
調
査
を
受
け
る
者
が
、
当
該
調
査
に
係
る
医
薬
品
と
有

効
成
分
及
び
そ
の
配
合
割
合
、
投
与
経
路
、
効
能
、
効
果
並
び
に
用
量
が
同
一
で
あ
っ
て
そ
の
形
状
、
有

効
成
分
の
含
量
又
は
有
効
成
分
以
外
の
成
分
若
し
く
は
そ
の
含
量
が
異
な
る
医
薬
品
に
係
る
調
査
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査
（
当
該
調
査
の
対
象
と
な
る
施
設
が
国
内
に

あ
る
場
合
に
限
る
。）
百
十
八
万
八
千
九
百
円

当
該
調
査
の
対
象
と
な
る
施
設
が
外
国
に
あ
る
場
合
の
調
査
で
あ
っ
て
、

に
掲
げ
る
調
査
以
外
の
も

の

三
百
八
十
万
六
千
九
百
円

第
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
医
薬
品
に
係
る
調
査
を
受
け
る
者
が
、
当
該
調
査
に
係
る
医
薬
品
と
有

効
成
分
及
び
そ
の
配
合
割
合
、
投
与
経
路
、
効
能
、
効
果
並
び
に
用
量
が
同
一
で
あ
っ
て
そ
の
形
状
、
有

効
成
分
の
含
量
又
は
有
効
成
分
以
外
の
成
分
若
し
く
は
そ
の
含
量
が
異
な
る
医
薬
品
に
係
る
調
査
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
医
薬
品
に
つ
い
て
の
調
査
（
当
該
調
査
の
対
象
と
な
る
施
設
が
外
国
に

あ
る
場
合
に
限
る
。）
百
二
十
二
万
円

９

前
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
調
査
に
つ
き
、
機
構
が
、
当
該
調
査
を
行
う
た
め
、
当
該
職
員

を
、
外
国
に
あ
る
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
者
に

係
る
法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る

額
に
、
機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
五
項
（
同
条
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六

項
（
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の

五
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
五
項
（
同
条
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条

の
二
の
五
第
六
項
（
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
又
は
第
八
項
」

を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
又
は
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」に
改
め
、「
次
項
」

の
下
に
「
及
び
第
三
十
四
条
の
二
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
八
項
」
を
「
第
二
十

三
条
の
二
の
五
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
（
」
を
「
第
二
十
三
条
の

二
の
五
第
十
五
項
（
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第

十
五
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
」

を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条

の
二
の
五
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
又
は
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条

の
二
の
五
第
七
項
又
は
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
第

二
十
三
条
の
二
の
五
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
十
三
条
の

二
の
五
第
十
一
項
（
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
（
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五

第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
」
に
、「
同
条
第
八
項
」
を
「
同
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
第
二
十

三
条
の
二
の
五
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の

五
第
六
項
又
は
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
又
は
第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第

十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
い
う
」
の
下
に
「
。
第
三
十
四
条
の
二
第
四
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
」
を

加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
又
は
第
八
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
又
は

第
九
項
」
に
、「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、「
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
」
を
削
り
、
同
条
第

十
項
中
「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
六
項
又
は
第
八
項
」
を「
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
七
項
又
は
第
九
項
」に
、「
同

条
第
十
一
項
」
を
「
同
条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中「（
令
第
七
十
三
条
の
七
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」
を
削
る
。

第
三
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
機
構
に
よ
る
医
療
機
器
及
び
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
承
認
さ
れ
た
事
項
に
係
る
変
更
計
画
の
確
認
等
に
係
る
手

数
料
の
額
）

第
三
十
四
条
の
二

機
構
が
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
一
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

機
構
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
確
認
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定

め
る
額
と
す
る
。

一

医
療
機
器
に
つ
い
て
の
確
認
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
イ
か
ら
リ
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機
器
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
リ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

第
十
四
条
の
二
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

八
百
二
十
二
万
四
千
三
百
円

ロ

第
十
四
条
の
二
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

四
百
六
十
九
万
五
千
八
百
円

ハ

第
十
四
条
の
二
第
一
号
ハ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

五
百
八
十
六
万
九
千
七
百
円

ニ

第
十
四
条
の
二
第
一
号
ニ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

二
百
八
十
二
万
七
千
三
百
円

ホ

第
十
四
条
の
二
第
一
号
ホ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

二
十
七
万
六
千
三
百
円

ヘ

第
十
四
条
の
二
第
一
号
ヘ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

二
十
二
万
四
百
円

ト

第
十
四
条
の
二
第
一
号
ト
に
掲
げ
る
医
療
機
器

百
五
十
万
百
円

チ

第
十
四
条
の
二
第
一
号
チ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

百
十
二
万
二
千
九
百
円

リ

第
十
四
条
の
二
第
一
号
リ
に
掲
げ
る
医
療
機
器

九
十
万
千
百
円

二

医
療
機
器
に
つ
い
て
の
第
十
四
条
の
二
第
二
号
に
掲
げ
る
確
認

十
八
万
二
千
二
百
円

三

体
外
診
断
用
医
薬
品
に
つ
い
て
の
確
認
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲
げ
る
体
外

診
断
用
医
薬
品
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
定
め
る
額

イ

第
十
四
条
の
二
第
三
号
イ
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

三
万
三
千
四
百
円

ロ

第
十
四
条
の
二
第
三
号
ロ
又
は
ホ
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品
（
特
定
の
医
薬
品
又
は
再
生
医
療
等
製

品
と
と
も
に
使
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
そ
の
申
請
書
に
当
該
医
薬
品
又
は
再
生
医
療
等
製
品
の
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
を
添
付

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
百
九
十
九
万
六
千
六
百
円

ハ

第
十
四
条
の
二
第
三
号
ロ
又
は
ホ
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品
（
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
百
四

万
八
千
二
百
円

ニ

第
十
四
条
の
二
第
三
号
ハ
又
は
ヘ
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品
（
特
定
の
医
薬
品
又
は
再
生
医
療
等
製

品
と
と
も
に
使
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
そ
の
申
請
書
に
当
該
医
薬
品
又
は
再
生
医
療
等
製
品
の
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
を
添
付

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
百
万
七
千
二
百
円

ホ

第
十
四
条
の
二
第
三
号
ハ
又
は
ヘ
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品
（
ニ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
二
十

九
万
五
千
六
百
円

ヘ

第
十
四
条
の
二
第
三
号
ニ
に
掲
げ
る
体
外
診
断
用
医
薬
品

二
十
九
万
五
千
六
百
円

四

体
外
診
断
用
医
薬
品
に
つ
い
て
の
第
十
四
条
の
二
第
四
号
に
掲
げ
る
確
認

十
五
万
六
百
円

２

機
構
が
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
三
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
二
種
医
療
機
器
製
造
販
売
業
者
を
除
く
。）が
、
法
第
七

十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と

す
る
。

一

五
万
四
百
円
に
、
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ

イ
か
ら
ニ
ま
で
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額

イ

生
物
由
来
製
品
（
ニ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
十
四
万
五
千
六
百
円

ロ

特
定
高
度
管
理
医
療
機
器
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
十
三
万
四
千
円

ハ

医
療
機
器
（
イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
十
二
万
七
千
八
百
円

ニ

体
外
診
断
用
医
薬
品

九
万
三
千
二
百
円

二

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
製
造
所
又
は
製
造
所
以
外
の
施
設
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定

め
る
額
に
、
当
該
確
認
に
係
る
製
造
所
又
は
製
造
所
以
外
の
施
設
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

イ

当
該
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
工
程
の
う
ち
設
計
を
す
る
製
造
所
（
登
録
対
象
製
造
所

に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）
六
万
四
千
四
百
円
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ロ

当
該
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
工
程
の
う
ち
組
立
て
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の
を
す
る
製
造
所
（
登
録
対
象
製
造
所
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）
八
万
七
千
七
百
円

ハ

当
該
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
工
程
の
う
ち
滅
菌
を
す
る
製
造
所
（
登
録
対
象
製
造
所

に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）
七
万
五
千
九
百
円

ニ

登
録
対
象
製
造
所
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
七
万
五
千
八
百
円

ホ

製
造
所
（
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）又
は
医
療
機
器
若
し
く
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
試

験
検
査
を
製
造
所
以
外
の
施
設
に
お
い
て
行
っ
た
場
合
（
他
に
委
託
し
て
行
っ
た
場
合
を
含
む
。）の
当
該
施

設

七
万
五
千
九
百
円

３

機
構
が
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
三
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
第
二
種
医
療
機
器
製
造
販
売
業
者
に
限
る
。）が
、
法
第
七

十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
数
料
の
額
は
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額
と

す
る
。

一

五
万
四
百
円
に
、
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
医
療
機
器
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
額
を
加
算

し
た
額

イ

生
物
由
来
製
品

十
四
万
五
千
六
百
円

ロ

医
療
機
器
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
及
び
既
承
認
医
療
機
器
と
構
造
、
使
用
方
法
、
効
果
又
は
性
能
が
明
ら
か

に
異
な
る
医
療
機
器
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）を
除
く
。）
八
万
九
千
四
百
円

二

イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
製
造
所
又
は
製
造
所
以
外
の
施
設
の
区
分
に
応
じ
そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
定

め
る
額
に
、
当
該
確
認
に
係
る
製
造
所
又
は
製
造
所
以
外
の
施
設
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額

イ

当
該
医
療
機
器
の
製
造
工
程
の
う
ち
設
計
を
す
る
製
造
所
（
登
録
対
象
製
造
所
に
該
当
す
る
も
の
に
限

る
。）
四
万
五
千
円

ロ

当
該
医
療
機
器
の
製
造
工
程
の
う
ち
組
立
て
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
す
る
製
造
所

（
登
録
対
象
製
造
所
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）
六
万
千
三
百
円

ハ

当
該
医
療
機
器
の
製
造
工
程
の
う
ち
滅
菌
を
す
る
製
造
所
（
登
録
対
象
製
造
所
に
該
当
す
る
も
の
に
限

る
。）
五
万
三
千
百
円

ニ

登
録
対
象
製
造
所
（
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
五
万
三
千
円

ホ

製
造
所
（
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）又
は
医
療
機
器
の
試
験
検
査
を
製
造
所
以
外
の
施
設

に
お
い
て
行
っ
た
場
合
（
他
に
委
託
し
て
行
っ
た
場
合
を
含
む
。）の
当
該
施
設

五
万
三
千
百
円

４

機
構
が
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
三
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
に
係
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料

の
額
は
、
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
額
に
、
四
万
七
千
五
百
円
に
そ
の
該
当
す
る
条
件
の

数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

当
該
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
が
電
気
そ
の
他
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

の
直
径
が
三
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、そ
の
部
品
の
直
径
が
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
と
き
。

二

当
該
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
製
造
工
程
に
お
い
て
ナ
ノ
材
料
を
使
用
す
る
と
き
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
。

５

機
構
が
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
行
う
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
三
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
に
係
る
医
療
機
器
が
前
項
各
号
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お

け
る
第
三
項
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
第
三
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
定
め
る
額
に
、
三
万
三
千
二
百
円
に
そ
の
該
当
す
る
条
件
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加

算
し
た
額
と
す
る
。

６

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
規
定
す
る
者
に
係
る
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
規
定
す
る
確
認
に
つ
き
、
機
構
が
、

当
該
確
認
を
行
う
た
め
、
当
該
職
員
を
、
製
造
所
又
は
製
造
所
以
外
の
施
設
の
所
在
地
に
出
張
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
場
合
に
お
け
る
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定

め
る
手
数
料
の
額
は
、
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
額
に
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
確
認
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
と
す
る
。

一

国
内
に
あ
る
製
造
所
又
は
製
造
所
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
の
確
認

二
十
一
万
二
千
四
百
円
に
、
機
構
職
員

の
旅
費
相
当
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

二

外
国
に
あ
る
製
造
所
又
は
製
造
所
以
外
の
施
設
に
つ
い
て
の
確
認

次
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

イ

機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額

ロ

十
七
万
九
千
五
百
円
に
、
機
構
職
員
の
旅
費
相
当
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
旅
行
日
数
を
乗
じ
て
得
た
額

７

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
規
定
す
る
者
が
同
時
に
二
以
上
の
品
目
に
つ
い
て
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第

三
項
（
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
お

け
る
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
規
定
す
る
者
に
係
る
法
第
七
十
八
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
額
か
ら
、
こ
れ
ら
の
品
目
に

つ
い
て
の
第
二
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
機
器
又
は
体
外
診
断
用
医
薬
品
の
区
分
及
び
当
該
確
認

に
係
る
製
造
所
又
は
製
造
所
以
外
の
施
設
の
重
複
の
状
況
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

算
定
し
た
額
を
減
じ
た
額
と
す
る
。

（
地
方
自
治
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十

六
年
政
令
第
十
一
号
）
の
項
第
一
号
中
「
、
第
三
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ

れ
る
同
条
第
一
項
」、「
、
第
三
十
七
条
の
三
十
四
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同

条
第
一
項
」
及
び
「
、
第
四
十
三
条
の
三
十
五
第
一
項
及
び
同
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同
条

第
一
項
」
を
削
る
。

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

特
許
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
イ
中
「
同
条
第
九
項
」
を
「
同
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
同
条
第
十
一
項
」
を
「
同

条
第
十
五
項
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
七
第
一
項
（
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七

第
五
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
（
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二

十
三
条
の
二
の
五
第
十
三
項
（
同
条
第
十
五
項
（
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
調
査
に
限
る
。）

第
一
条
中
第
十
三
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
二
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
一
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
三
十
八
第
二
項
の
届
出
の
受
理

第
一
条
中
第
十
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
九
号
を
第
十
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
二

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
八
第
二
項
の
届
出
の
受
理

第
一
条
中
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
十
一
項
の
届
出
の
受
理

第
一
条
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
九
条
の
三
第
二
項
の
届
出
の
受
理





令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

（
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
施
行
令
（
平
成
三
十
一
年
政
令
第
七
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
十
一
号
及
び
第
二
項
第
十
二
号
中
「
第
二
十
五
号
」
を
「
第
二
十
七
号
」
に
、「
第
二
十
六
号
」

を
「
第
二
十
八
号
」
に
、「
第
二
十
三
号
及
び
第
二
十
四
号
」
を
「
第
二
十
五
号
及
び
第
二
十
六
号
」
に
改
め
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
第
三
号
中
「
関
す
る
こ
と
」
の
下
に「（
医
薬
・
生
活
衛
生
局
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を

加
え
る
。

第
五
十
一
条
第
六
号
中
「
希
少
疾
病
用
医
薬
品
」
の
下
に
「
、
先
駆
的
医
薬
品
及
び
特
定
用
途
医
薬
品
」
を
加
え

る
。第

五
十
二
条
第
七
号
中
「
希
少
疾
病
用
再
生
医
療
等
製
品
」
の
下
に
「
、
先
駆
的
医
薬
品
（
体
外
診
断
用
医
薬
品

に
限
る
。）、
先
駆
的
医
療
機
器
及
び
先
駆
的
再
生
医
療
等
製
品
並
び
に
特
定
用
途
医
薬
品
（
体
外
診
断
用
医
薬
品
に

限
る
。）、
特
定
用
途
医
療
機
器
及
び
特
定
用
途
再
生
医
療
等
製
品
」
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

医
薬
品
等
及
び
医
療
機
器
等
の
輸
入
の
確
認
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行
の
日
（
令
和
二
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条

の
規
定
は
、
改
正
法
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

高
市

早
苗

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志





1

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等
の一部を改正する法律（令和元年法律第63号）の概要

国民のニーズに応える優れた医薬品、医療機器等をより安全・迅速・効率的に提供するとともに、住み慣れた地域で患者が安心
して医薬品を使うことができる環境を整備するため、制度の見直しを行う。

改正の趣旨

１．医薬品、医療機器等をより安全・迅速・効率的に提供するための開発から市販後までの制度改善
(1) 「先駆け審査指定制度※」の法制化、小児の用法用量設定といった特定用途医薬品等への優先審査等

※先駆け審査指定制度 … 世界に先駆けて開発され早期の治験段階で著明な有効性が見込まれる医薬品等を指定し、優先審査等の対象とする仕組み
(2) 「条件付き早期承認制度※」の法制化

※条件付き早期承認制度 … 患者数が少ない等により治験に長期間を要する医薬品等を、一定の有効性・安全性を前提に、条件付きで早期に承認する仕組み
(3) 最終的な製品の有効性、安全性に影響を及ぼさない医薬品等の製造方法等の変更について、事前に厚生労働大臣が確認した計画に沿って変更する場

合に、承認制から届出制に見直し
(4) 継続的な改善・改良が行われる医療機器の特性やＡＩ等による技術革新等に適切に対応する医療機器の承認制度の導入
(5) 適正使用の最新情報を医療現場に速やかに提供するため、添付文書の電子的な方法による提供の原則化
(6) トレーサビリティ向上のため、医薬品等の包装等へのバーコード等の表示の義務付け 等

２．住み慣れた地域で患者が安心して医薬品を使うことができるようにするための薬剤師・薬局のあり方の見直し
(1) 薬剤師が、調剤時に限らず、必要に応じて患者の薬剤の使用状況の把握や服薬指導を行う義務

薬局薬剤師が、患者の薬剤の使用に関する情報を他医療提供施設の医師等に提供する努力義務
(2) 患者自身が自分に適した薬局を選択できるよう、機能別の薬局※の知事認定制度（名称独占）を導入

※①入退院時や在宅医療に他医療提供施設と連携して対応できる薬局（地域連携薬局）
②がん等の専門的な薬学管理に他医療提供施設と連携して対応できる薬局（専門医療機関連携薬局）

(3) 服薬指導について、対面義務の例外として、一定のルールの下で、テレビ電話等による服薬指導を規定 等

３．信頼確保のための法令遵守体制等の整備
(1) 許可等業者に対する法令遵守体制の整備（業務監督体制の整備、経営陣と現場責任者の責任の明確化等）の義務付け
(2) 虚偽・誇大広告による医薬品等の販売に対する課徴金制度の創設
(3) 国内未承認の医薬品等の輸入に係る確認制度（薬監証明制度）の法制化、麻薬取締官等による捜査対象化
(4）医薬品として用いる覚せい剤原料について、医薬品として用いる麻薬と同様、自己の治療目的の携行輸入等の許可制度を導入 等

４．その他
(1) 医薬品等の安全性の確保や危害の発生防止等に関する施策の実施状況を評価・監視する医薬品等行政評価・監視委員会の設置
(2) 科学技術の発展等を踏まえた採血の制限の緩和 等

改正の概要

令和２年９月１日（ただし、１.(3)のうち医薬品及び再生医療等製品について、１.(5)、２.(2)及び３.(1)(2)については令和３年８月１日、１.(6)に
ついては令和４年12月１日、３.(4)については令和２年４月１日）

施行期日

を法制化

参考資料
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